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宮崎フリーウェイ工業団地に新風
　平成 29 年２月 27 日、株式会社西輝物流が宮崎フリーウェイ工業団地へ新たに誘致企業として、県、町との立地調印式
が執り行われました。南九州の物流の活性化や、町内雇用の拡大に期待がかかります。詳細は２P「まちのわだい」に掲載。
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　トラック等による貨物運送事業を営まれる株式会社 西輝物
流（本社　熊本県宇土市、中西 司社長）が宮崎フリーウェイ
工業団地に進出することとなり、２月 27 日役場において立地
調印式が行われました。宮司 高原町議会議長、黒木秀樹宮
崎県企業立地推進局長立会いのもと、日高光浩高原町長と株
式会社 西輝物流中西司社長の間で、立地協定が締結されまし
た。
　今回進出する株式会社西輝物流は、宮崎フリーウェイ工業
団地内の１３，２９１㎡を事業所敷地として購入等され、設
備投資額１億円をかけて、貨物輸送と貨物の搬入・搬出、荷
物の仕分け作業等を行う倉庫及び事務所等を新設。操業は今
年７月を予定しています。
　株式会社西輝物流の進出は、西諸地域そして宮崎県の物流
拠点として、また雇用の拡大や地域経済の向上につながるも
のと期待が寄せられます。

　3 月 5 日、神武ホールにて、平成 28 年度高原町生涯学習振興大
会が開催されました。大会では、宮崎県立看護大学　大館真晴教
授を招き「古代日本の人づくり」と題しての講演会や大正琴や自
治公民館実践発表、吹奏楽演奏、コーラスの発表が行われました。
　また、書道、油絵、ちぎり絵等の作品展示があり、それぞれの
講座における成果の発表の場となり、訪れた方々が作品に見入っ
ていました。

　２月 21 日に株式会社サーチフィールドの取締役でクラウ
ドファンディングサイト「FAVVO（ファーボ）」を立上げた
齋藤隆太氏をお招きし、勉強会を開催いたしました。町内
外から 28 名の参加者があり、クラウドファンディングの基
礎知識や実施方法、先進事例等を学ぶことができ、今後の
高原町活性化に繋がるものと期待しているところです。

（注１）クラウドファンディングとは・・・クラウドファンディング (CrowdFunding) とは、群集 (crowd) と資金調達 (funding) を組み合わせた造語。
　　　事業主や企業家等が製品やサービスの開発、もしくはアイデアの実現などの「ある目的」のために、インターネットを通じて不特定多数の人から資金の出資や協力を募ることを言います。

　高崎川の氾濫や新燃岳噴火の際の火山灰による土石流を
未然に防止するために、国土交通省宮崎河川国道事務所が
事業を進めておりました大幡第 10 砂防堰堤がこのたび完
成しました。３月 13 日には、高崎川流域の各区長をはじ
め関係者が多数参加し、完成報告会が行われました。この
堰堤は、長さが１０２．５ｍ、高さが１４．５ｍ、工事期
間が１年６か月、という非常に大規模なものであります。

えん　てい
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明日のみやざきづくり表彰

武の里きばっみろ会が宮崎県より表彰神

地域の安全と豊作を祈って

てふみ 今年も賑やかに開催ど

海外の先進事例を学ぶ

業研修生海外派遣事業農

少年剣士の元気な声が響きわたる

42 回高原町スポーツ少年団剣道大会開催第

小学生団体の部で優勝した狭野剣道クラブ

名物！アブラメの踊り食い。

News of town

春の皇子原を鮮やかに彩る

９回神武の里たかはるひなまつり第

　西広原区上平班が行う毎年恒例の「どてふみ」が、３月 10 日に
千谷池で行われました。「どてふみ」は用水路の決壊などが多かっ
た時代に、地域の安全を願い人々が土手を踏みしめたのが始まりと
言われます。池にある水神様の前で神事の後、直会が行われました。
終了後は、三味線と太鼓の音に合わせ、池からのびる用水路わきの
土手を踏みしめながら歩き二次会場の西広原活性化センターへ移動
しました。

　３月 10 日、海外農業研修に参加する松岡洋美さん（花堂区）が、町
長を表敬訪問し、研修に向けての期待や決意を述べられました。
　アメリカワシントン州にある大学での基礎学習を２ヶ月、その後、
農場実習を約 14 ヶ月、さらに、カリフォルニア州立大学での専門学習
を２ヶ月間学ぶ研修であります。松岡さんは、「アメリカで学ぶ技術や
活動を高原町に帰ってきて生かしたい。」と力強く述べられました。

　３月５日、第 42 回高原町スポーツ少年団剣道大会が町民体育館分館
で開催されました。今年で 42 回を数えるこの大会は、本町における剣
道競技力向上と普及啓発を担う歴史ある大会となっています。
　大会には、幼稚園児から中学生まで約 40 名が参加し、個人戦、団体
戦がそれぞれ行われ、白熱した試合が展開されました。

　２月20日、県庁講堂にて、神武の里きばっみろ会（有村哲夫代表）が、
社会貢献に取り組む個人や団体などに贈られる「明日のみやざきづく
り表彰」を宮崎県より受賞されました。神武の里きばっみろ会は、皇
子原公園や町内沿道におけるヒガンバナの植栽・草取りなどの環境美
化活動や「神武の里たかはるひなまつり」を行い、高原町のより良い
まちづくりに貢献されています。受賞おめでとうございます。

　２月 11 日から３月５日にかけて、皇子原公
園神武の館展示室にて、神武の里きばっみろ会
による第９回神武の里たかはるひなまつりが開
催されました。会場には、１，３００体の雛人
形が所狭しと並び、連日多くの来場者が皇子原
公園への行楽と合わせて訪れました。
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適正な評価のために

定資産評価審査委員会委員固

多くの関係者が入隊者を激励

衛隊入隊者激励会自

児童達の安全のために

防犯ブザー贈呈

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
月 ● ● ● ●
火 ● ● ● ● ● ●
水 ● ● ● ● ● ●
木 ● ● ● ● ● ● ● ●
金 ● ● ● ●
土 ● ● ●
日

肝臓内科呼吸器内科 循環器内科外科 整形外科 内科 消化器内科

※●は診療日　　　※急患はこの限りではありません。　　　　　【お問い合わせ先】国民健康保険高原病院　☎42-１０２２

　３月 16 日、西諸地区生コンクリート事業協同組
合の外村副理事長、小菜事務局長から平成 29 年度
新入学児童のために、防犯ブザー 75 個を寄贈いた
だきました。今後、町内各小学校に配布して児童の
安全・安心に役立ててまいります。ありがとうござ
いました。

　このたび、固定資産評価審査委員会委員として、
増田賢一さん（下広原区・３期目）が再任されました。
　任期は、平成 29 年３月 13 日から平成 32 年３月
12 日までの３年間です。
　よろしくお願いいたします。

○金曜日は、消化器外科の
　専門医が診療します。

　４月から郡山信代さん（川平区）が陸上自衛隊に入隊されます。
　これに先立ち、２月 20 日、高原町中央公民館で自衛隊入隊者激励会
が開催されました。会では、自衛隊宮崎地方協力本部長やえびの駐屯地
司令等多くのご来賓から、激励のことばをいただきました。また、郡山
さんからは参加された方々への謝辞として、国防の任にあたる決意を述
べられました。これからの自衛隊員としてのご活躍をお祈りします。

1:30～5:15

土曜日は8:00～12:00 土曜日は8:00～12:00

外　　科 内　　科

受
付
時
間

午前 午後 午前 午後

8:00～11:30 1:30～5:15 8:00～11:00

　　　　国民健康保険高原病院より　新しい診療体制のお知らせ
○消化器内科の診療が水曜
　日へ変更になりました。
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第 11回全国和牛能力共進会（宮城県大会）への道

日本発祥の地から日本一の牛を作ろう

　今年９月に開催される第 11 回全国和牛能力共進会（以
下、「全共」）の予選会が始まっております。まずは、小
林市、えびの市、高原町の西諸地区代表を決する戦いが、
３月 27 日を皮切りに、４月 14 日、５月２日と計３回
の審査で行われます。
　次に宮崎県の代表を決する審査が７月３日（出品区７
～９区）、７月７日（出品区２～６区）の日程で行われ、
いずれも会場は小林市の西諸畜連で行われることになっ
ております。
　その間、全共に挑む和牛農家は、ほぼ毎日牛の運動や、

シャンプー、調教などを候補牛に施します。人も牛も体
力的・精神的に非常に苦しい道のりですが、全共で再び
宮崎牛が日本一に輝くために、農家・地域の人・関係機
関の職員が一体となって取り組んでおります。
　全共に出場することが叶うのは、県内の和牛約８万頭
の中からわずか 28 頭という狭き門ではありますが、「日
本発祥の地から日本一の牛を作ろう」を合言葉に高原町
の和牛農家が頑張っておりますので、町民の皆様からも
是非応援いただきますようお願い申し上げます。

5 Ｈ29Ｈ29..４４.1.1  №672№672



町長日記 神武の里

くうしん

くうしんくうしん

えんてい

　これで、高原が「終わってしま
うのか？」
　そんな、平成23年１月26日午
後３時40分、新燃岳の大噴火であ
りました。天高く吹き上がる「ど
す黒い噴煙」「空振」「地鳴り」そ
して「噴石」
　「これは、ただ事ではない。」
　昭和34年、小学１年生だった２
月17日の噴火を知る自分。
　記憶を風化させることなく、霧
島連山の噴火に備え、常に人を安
全に、そして家畜までも無事に避
難させる想定を熟慮し、ハザード
マップ等を策定しておりました。
　町民の皆様には、行政への理解
を賜り、また、自らの復興に向け
て、町民一丸となり力を結集して
いただきました。
　丸６年を経た今、精神的にも落
ち着きを取り戻し、国・県におけ
る「高崎川」流域の砂防堰堤工事
等、着実に完成がなされ、防災に
強いまちづくりが進んでおりま
す。

　平成23年に新燃岳が噴火した
後、活火山法に基づき、その当時
の避難勧告発令地域が避難施設緊
急整備地域に指定されました。
　そして、平成23年９月に最初の
整備計画を作りました。
　その内容は、７つの事業を基本
としております。すでに、皇子原
公園等への避難壕やシェルターの
整備、また、花堂区佐土公民館の
耐火構造整備などが終わりまし
た。
　今回、避難路を確保する橋りょ
う整備として「皇子原大橋」が完
成いたしました。
　タイトルは、橋名板に揮ごうし
た文字です。
　いざ、噴火並びに土石流発生時
に皇子班の皆様が、安全にいち早
く避難できる「命の橋」の完成で
す。
　天上の国「高天原」に由来する

「高原」の町名、そして、神々が
舞い降りた「高千穂の峰」があり、
神武天皇ご生誕の地「皇子原」を
結ぶ天孫降臨橋とも言えます。
　「桃源郷」の美しさと雰囲気を
かもし出す皇子班であります。神
武の里たかはるの観光名所として
も期待される「皇子原大橋」の完
成を心から喜んでいます。
　今後、さらに「安全安心のまち
づくり」と「生まれてよかった、
住んでよかった」…そんな高原町
づくりを、町民皆様のお力添えを
いただきながら進めて参ります。
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て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
に
入
っ
て
か
ら
、
川
平
地

区
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
動
き
が
急
に

活
発
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
さ
ん

か
ら
の
目
撃
情
報
や
被
害
報
告
を

受
け
て
捕
獲
罠
を
設
置
す
る
と
、

三
日
後
に
イ
ノ
シ
シ
が
罠
に
掛
か

っ
た
り
と
、
か
な
り
危
機
感
の
あ

る
状
況
で
す
。
連
日
、
そ
れ
も
同

じ
場
所
で
掛
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

神
経
を
尖
ら
せ
て
巡
回
す
る
日
々

で
す
。
岩
瀬
川
沿
い
を
移
動
し
な

が
ら
、
他
の
地
区
か
ら
の
流
入
も

見
ら
れ
る
の
で
、
地
元
の
農
家
さ

ん
た
ち
と
連
携
し
な
が
ら
被
害
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
平
地
区

だ
け
で
も
、
３
月
に
入
り
６
頭
も

の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

決
し
て
山
に
餌
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
川
平
地
区
で
は

ド
ン
グ
リ
を
よ
く
目
に
し
ま
す

し
、
自
然
薯
も
あ
ち
こ
ち
に
生
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
農
作
物
が

や
ら
れ
る
の
は
、
手
軽
か
つ
大
量

に
餌
に
あ
り
つ
け
る
こ
と
を
鳥
獣

が
覚
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
。
被
害

を
出
し
て
い
る
加
害
獣
を
捕
獲
す

る
の
も
効
果
的
で
す
が
、
な
に
よ

り
も
電
気
柵
を
張
っ
た
り
、
作
物

を
周
囲
に
廃
棄
し
な
い
な
ど
、
防

除
対
策
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

理
想
的
で
す
。

　

人
間
が
自
然
を
管
理
す
る
の

は
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
増
え
過
ぎ

て
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
状
態
に

な
る
前
に
、
少
し
で
も
何
と
か

し
な
け
れ
ば
。
今
、
や
れ
る
こ

と
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
地
域
の

方
達
と
連
携
し
て
や
っ
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

罠にかかったイノシシ
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ほほえみ館通信
　　町民の健康に関するわだいをお届けします

　人間の腸内には、およそ 100 兆個もの細菌が存在しています。

　その様子が花畑のように見えることから腸内フローラ（花畑、菌の群れ）と呼ばれています。

　腸内細菌は、善玉菌、悪玉菌、日和見 ( ひよりみ ) 菌（善玉菌が多い場合は良い働きを、悪玉菌が多い場合

は悪い働きを行う菌）の３種類が一定のバランスで腸内に存在しています。健康な人の腸内は善玉菌が２割、

悪玉菌が１割、日和見菌が７割を占めていますが、食生活の乱れやストレスなどにより悪玉菌が増え、腸内

の菌のバランスが崩れてしまいます。善玉菌が多いと消化吸収を助けたり、免疫力を高めますが、悪玉菌が

多いとたんぱく質を分解して様々な有害物質を作り出します。近年、特定の腸内細菌が様々な疾患（潰瘍性

大腸炎、クローン病、大腸がん、花粉症、メタボリックシンドロームなど）に関与していると言われています。

　私たちの腸内には体の８割の免疫力が備わっており、腸内環境を整えることで病気になりにくい体を作る

ことにもつながります。

腸内環境と健康

腸内環境を整えるために、以下のことに気を付けましょう！

１．高脂質・高たんぱく質な食事は避ける

２．ストレスを溜めない

　悪玉菌は、脂質やたんぱく質の多い食品を栄養分として、体内で有害物質を作
り出します。この有害物質は、動脈硬化や高血圧などを悪化させるリスクになる
と言われています。

　自律神経によって腸はコントロールされています。ストレスを受けると自律神経が乱れ、腸の動きが
鈍くなり、悪玉菌が活性化しやすい環境になってしまうため、自分にあったストレス解消法を見つけて
おくことが大切です。
　また自律神経のバランスを整えるには、朝コップ１杯の水を飲む、３食きちんと食事を摂ることも有
効です。

い場合

と健

腸内環境を整えるために、以下のことに気を付けましょう！

【お問い合わせ先】
ほほえみ館健康づくり推進係
℡42－４８２０
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○問い合わせ先

町民福祉課保険係

℡42－１０６７

　

平
成
28
年
度
の
国
保
税
の
最

終
納
期
限
は
平
成
29
年
３
月
31

日
で
し
た
が
、
納
め
忘
れ
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
保
税
を
納
め
な
い
で
放
置

し
て
い
る
と
、
保
険
証
の
有
効

期
限
が
短
く
な
っ
た
り
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
の
納
付
に

つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

速
や
か
に
町
民
福
祉
課
保
険
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
で
の
納
付
書
で
あ

れ
ば
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
国
保
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
忙
し
い
方
も
安
心
で

す
。

　

な
お
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
納

付
書
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
各
種
金
融
機

関
ま
た
は
、
役
場
窓
口
に
て
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
税
の
納
税
通
知
書
等
は
、

世
帯
主
に
対
し
て
送
付
す
る
こ

と
が
法
律
等
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
世
帯
主
が
他
の

保
険
（
社
会
保
険
や
組
合
保
険

　

口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
う

と
、
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に

国
保
税
が
引
き
落
と
さ
れ
る
た

め
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
大

変
便
利
で
す
。

○
手
続
き
を
行
う
場
所

　

・
町
内
各
金
融
機
関

　

・
九
州
労
働
金
庫
小
林
支
店

◆
平
成
28
年
度
の
国
保
税 

　
の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い

　
ま
せ
ん
か
？

◆
納
付
は
便
利
な
口
座
振

　
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き

　
ま
す
。

◆
国
保
税
は
世
帯
主
に
課

　
税
さ
れ
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
預
金
通
帳

　

・
通
帳
届
け
出
印

等
）
に
加
入
し
て
い
て
も
同
一

世
帯
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場

合
は
、
世
帯
主
に
通
知
書
等
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
保
険
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
を

納
め
忘
れ
て
い
な
い
か
、

今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町民福祉課
保険係
下村裕太

町民福祉課
保険係
久保田修平

町民福祉課
保険係
中村由利加
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　　　　　　予算の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対前年比）

　　　　　　　　●一般会計　５６億７，５００万円 （△ 2.2％）

　　　　　　　　●特別会計　３４億５，７９４万円 （ 2.0％）

　　　　　　　　●企業会計　１３億８，３７２万円 （△ 2.0％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表示単位未満は四捨五入） 　

　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
３
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
て
予
算

を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

重
点
施
策
１

重
点
施
策
１

《 

自
然
と
神
話
を
守
り
豊
か
さ
を
求
め
笑

顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
事
業
の
着
実
な

推
進
》

①
定
住
化
対
策
事
業

　

◎ 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
た
か
は
る
創
造
事

業

　

◎
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

◎
保
育
所
利
用
料
等
軽
減
事
業

〈
新
規
事
業
〉

　

☆
役
場
庁
舎
耐
震
化
事
業

　

☆ 

高
原
町
中
央
公
民
館
耐
震
診
断
事

業

　

☆ 

公
民
館
等
公
共
施
設
耐
震
化
対
策

事
業
（
公
共
施
設
等
整
備
基
金
）

③
ふ
る
さ
と
振
興
事
業

　

◎ 

た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
運
営

推
進
事
業

　

◎ 

た
か
は
る
美
味
し
い
宮
崎
牛
創
出

強
化
事
業

　

◎ 

高
原
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
団

体
等
誘
致
推
進
事
業

重
点
施
策
２

重
点
施
策
２　

　

《 

第
５
次
高
原
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
分

野
別
施
策
の
展
開
》

① 

人
づ
く
り
事
業
（
恵
ま
れ
た

自
然
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
で
あ
ふ

れ
、
教
育
の
充
実
と
人
づ
く

り
を
目
指
す
事
業
）

　

◎ 

学
習
指
導
充
実
推
進
教
員
配
置
事

業

　

◎
教
育
相
談
員
設
置
事
業

　

◎
外
国
語
指
導
講
師
配
置
事
業

　

◎
高
原
町
教
育
資
金
融
資
事
業

　

◎ 

小
林
看
護
医
療
専
門
学
校
修
学
支

援
事
業

〈
新
規
事
業
〉

　

☆
高
原
の
神
舞
活
動
支
援
事
業

② 

く
ら
し
事
業
（
少
子
高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
充
実
と
元
気
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
す
事
業
）

　

◎
健
康
づ
く
り
推
進
活
動
事
業

　

◎
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　

◎
病
院
整
備
事
業

　

◎
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

　

◎ 

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
（
茶
飲
み
場
）　　

　

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

③ 

地
域
事
業
（
町
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
と
、
町
民
と

協
働
す
る
行
政
運
営
の
整

備
・
充
実
を
図
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
事
業
）

　

◎ 

地
域
交
通
機
関
運
行
維
持
対
策
事
業

施
策
の
主
な
内
容（
抜
粋
）

施
策
の
主
な
内
容（
抜
粋
）

　一般会計予算は、56億7,500万円で、前年度
と比較し１億2,700万円の減となりました。
　健全な財政運営と効率的な行政運営が喫緊の
課題であるとの認識のもとに、これまでの各種
施策の充実と強化を図りながら、定住化対策や
まちづくりのさらなる推進のため新たな施策を
展開いたします。
　今月号では以下の平成29年度当初予算の概
要について、お知らせいたします。

平成29年度 当初予算の概要平成29年度 当初予算の概要

29年度
予算総額
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一般会計（５6億7,500万円）の内訳一般会計（５6億7,500万円）の内訳    （単位：千円）（単位：千円）

歳入歳入 歳出歳出
72,027

1,095,032

1,753,807471,974

1

421,159
162,792

606,238

162,426

411,982
36

630,523

10,003 4,000

728,231

70,000

600 1,500

500

150,000

2,200

7,000

2,000

2,160,000

1,80066,837

50,908

587,036

458,719
10,305

300,004

432,597

1

128,662

516,100

④ 
産
業
事
業
（
自
然
と
の

共
生
を
図
り
、
各
産
業

の
振
興
と
産
業
間
連
携

に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
を

目
指
す
事
業
）

　

◎
工
業
団
地
企
業
立
地
促
進
事
業

　

◎ 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業

　

◎
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

　

◎
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
事
業

　

◎
ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈
呈
事
業

　

◎ 

高
原
町
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
対
策

事
業

　

◎ 

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出

品
対
策
事
業

　

◎
観
光
振
興
復
興
対
策
事
業

重
点
施
策
３

重
点
施
策
３　

　

《 

財
政
健
全
化
に
向
け
た
行
財
政
改
革
推

進
事
業
》

①
収
納
対
策
事
業

　

◎ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
業

務
事
業

　

◎
収
納
率
向
上
対
策
事
業

② 

財
政
負
担
の
縮
減
・
合

理
化
事
業

　

◎
公
立
保
育
所
指
定
管
理
事
業

　

◎
学
校
給
食
調
理
場
業
務
委
託
事
業

会　　　　計　　　　名 平成29年度当初予算（A） 平成28年度当初予算（B） 増減額(A)-(B) 前年対比
（増減率%）

一 般 会 計 5,675,000 5,802,000 △ 127,000 △ 2.2

特

別

会

計

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,100 1,100 0 0.0
農業集落排水事業特別会計 26,091 22,985 3,106 13.5
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,700,418 1,717,615 △ 17,197 △ 1.0

介護保険事
業特別会計

保険事業勘定 1,390,138 1,342,094 48,044 3.6
サービス勘定 4,461 3,544 917 25.9

計 1,394,599 1,345,638 48,961 3.6
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 335,731 303,252 32,479 10.7

計 3,457,939 3,390,590 67,349 2.0

企

業

会

計

水 道 事
業 会 計

収 益 的 収 入 209,318 206,896 2,422 1.2
収 益 的 支 出 204,287 201,378 2,909 1.4
資 本 的 収 入 25,123 22,112 3,011 13.6
資 本 的 支 出 90,505 87,874 2,631 3.0

病 院 事
業 会 計

収 益 的 収 入 845,252 898,434 △ 53,182 △ 5.9
収 益 的 支 出 1,029,145 1,040,829 △ 11,684 △ 1.1
資 本 的 収 入 23,766 23,262 504 2.2
資 本 的 支 出 57,660 79,392 △ 21,732 △ 27.4

工業用水道
事 業 会 計

収 益 的 収 入 0 0 0 －
収 益 的 支 出 0 0 0 －
資 本 的 収 入 2,121 2,145 △ 24 △ 1.1
資 本 的 支 出 2,121 2,145 △ 24 △ 1.1

予 算 額 1,383,718 1,411,618 △ 27,900 △ 2.0
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高原町大字西麓８９９番地

日　高　光　浩  行
高原町長

　町政に関するご提言・ご提案など皆
さまが日ごろの生活の中で、お気付き
のことや、お考えになっていることを、
この用紙によりお寄せください。なお、
お寄せいただいたご提言などは、個人
情報に十分注意しながら、その要旨を
町ホームページや、広報紙などで公表
させていただくことがありますので、
あらかじめご了承いただきますようお
願いいたします。
※提言者の氏名・住所の記載がない場
合は、回答ができませんので氏名・住
所等の記載をよろしくお願いします。

　〒889－4492
　高原町大字西麓８９９番地

電話番号 0984（42）２１１５（内線134）

※提言者の氏名・住所の記載がない場
合は、回答ができませんので氏名・住
所等の記載をよろしくお願いします。

８ ８ ９ ４ ４ ９ ０

2918

郵 便 は が き

あの悲劇を二度と繰り返さないために！

　

平
成
2 2
年
４
月
に
県
内
で
発
生
し
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
口
蹄
疫
か
ら
７
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

口
蹄
疫
は
、
現
在
も
韓
国
等
の
近
隣
諸
国
で
発
生

し
て
お
り
、
国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
は
非
常
に
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
最
近
で
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
韓
国
等
の
近
隣
諸
国
だ
け
で
な
く
、
県
内

を
は
じ
め
全
国
各
地
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
消
毒
等
の
家
畜
防
疫
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
関
係
者
以
外
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
不
用
意
に
畜
産
農
場
に
行
か
な
い
、
公
共
機

関
等
に
設
置
し
て
あ
る
消
毒
マ
ッ
ト
等
で
の
靴
底
消

毒
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
畜
産
課
畜
産
係　

電
話　

4 2‐

５
１
３
２

口
蹄
疫
の
発
生
か
ら

７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
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の り し ろ

ろ

し

り

の

の り し ろ

所 住話 電

名 氏齢 年
男

・
女

（
）

〒
　

　
－

歳

　

出
口
区
に
お
住
ま
い

の
白
石
富
雄
さ
ん
と
、

そ
の
ご
家
族
は
、
天
気

の
い
い
日
は
よ
く
御
池

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出

か
け
ま
す
。

　

皇
子
港
を
か
ら
御
池

キ
ャ
ン
プ
場
に
向
け
て

御
池
を
半
周
し
、
外
輪

山
の
町
道
に
上
が
り
、

ま
た
皇
子
港
に
向
け
て

歩
く
約
４
ｋ
ｍ
の
コ
ー

ス
で
す
。

　
「
最
近
は
温
か
く
な
っ

て
き
て
、
と
て
も
気
持

ち
よ
く
歩
く
こ
と
が
出

来
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

２
月
13
日
、
宮
崎
県
自
動

車
整
備
振
興
会
小
林
支
部
よ

り
、
高
原
町
教
育
委
員
会
へ

４
月
の
入
学
式
に
あ
わ
せ
て
、

交
通
安
全
と
防
犯
に
つ
い
て

の
イ
ラ
ス
ト
付
の
定
規
と
下

敷
き
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
・
防
犯
意
識
の

向
上
の
た
め
に
、
４
月
に
入
学

す
る
小
学
校
の
新
入
学
生
に

配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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鉾
里
と
書
い
て「
ほ
っ
こ
り
」と
呼
び
ま
す
。

　

高
原
町
で
暮
ら
す
、
や
さ
し
い
人
々
の

「
ほ
っ
こ
り
」
と
し
た
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。

　

高
原
町
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
、
神
々

が
住
む
と
さ
れ
る
「
高
天
原
（
た
か
ま
が
は

ら
）」。
天
孫
降
臨
伝
説
が
息
づ
く
高
原
町
ら

し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

高
千
穂
峰
の
標
高
１
，
５
７
４
ｍ
と
、
人

口
減
少
を
く
い
止
め
た
い
思
い
「
１
５
７
４

（
い
ご
ん
な
よ
）」
を
か
け
た
名
前
で
す
。
地

元
へ
の
強
い
思
い
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

高
原
町
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
、
神
々

が
住
む
と
さ
れ
る
「
高
天
原
（
た
か
ま
が
は

ら
）」。
神
様
か
ら
の
贈
り
物
を
連
想
さ
せ
る

よ
う
な
名
前
で
す
。　

　
「
高
原
」
は
「
た
か
は
ら
」
や
、「
こ
う
げ
ん
」

な
ど
と
読
み
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
で
す
。「
た
か
は
る
」
と
名
づ
け
る
こ
と
で
、

高
原
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
そ
う
で
す
。

　地産地消の推進、町内酒販売店の売り上げ向上、焼酎文化の醸成を目的に、（株）明石酒造の取り組みを宮崎県が補助、
高原町が後援しております「高原町で親しまれる焼酎を作ろうプロジェクト」におきまして、２月１日から３月 15 日
にかけて、高原焼酎の名前を公募いたしましたところ、200 件の申し込みがありました。このほど民間と行政、明石
酒造にて構成するプロジェクトメンバーにて選考会を行い、５つの名前に絞り込みました。つきましては、一般投票
を行い、高原焼酎の名前を最終決定したいと思います。５つの名前の中から、これが高原焼酎にふさわしいと思う名
前を選んでいただき、所定の投票箱に投票いただければと思います。投票された方の中から、抽選で 10 名の方に、秋
に蔵出し予定の高原焼酎１升瓶を、特別に発売 1ヶ月前に明石酒造よりプレゼントいたします。皆さんと一緒に高原
町で親しまれる焼酎を作って行こうと思いますので、是非投票いただきますようお願い申し上げます。

○投票期間　４月３日～４月 30 日
○投票所　高原町役場 1階ロビー、高
　原町商工会、高原町観光協会
○投票方法　投票所に所定の投票用紙
　がございますので、必要事項をご記
　入の上投票してください。
　また、下記ＵＲＬからインターネッ
　ト投票も可能です。
　１人１票のみとさせていただきます。
○名前の発表
　広報たかはる６月号、高原町公式ホー
　ムページ、高原町公式フェイスブッ
　クにて６月１日に発表します。
○プレゼント
　投票された方の中から抽選で 10 名の
　方に、秋に蔵出し予定の高原焼酎１升瓶
　を、特別に発売１ヵ月前に明石酒造より
　プレゼントします。
○プレゼント当選者の発表
　６月１日に当選者のみにご連絡します。

【お問い合わせ先】
高原町まちづくり推進課企画政策係
電話　42－２１１５

【ＵＲＬ】
https://goo.gl/forms/
mAfm5ESjpVYk83s33　

候
補
１

候
補
２

候
補
３

候
補
４

候
補
５

第
13
回
ほ
ほ
え
み

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

見
事
３
位
入
賞
！

　３月 12 日に、高原町スポーツ推進委員連絡
協議会主催の第 13 回ほほえみミニバレーボー
ル大会が高原町民体育館で開催されました。
　今大会は 39 歳以下の部４チームと 40 歳～
59 歳以下の部４チームの計８チームが出場。開
会式では後川内チームの温水俊介さんが選手宣
誓を行いました。どの試合も長いラリーの続く
熱戦が繰り広げられました。

　３月 18 日と 19 日に、日南市にて、倉元旗争
奪第 18 回宮崎県小学生新人バレーボール大会
が行なわれ、高原少年バレーが出場しました。
予選リーグは安定した戦いぶりで１位通過し、
決勝トーナメントも勝ち進み、見事３位入賞に
輝きました。この結果６月に行われる全日本大
会県予選のシード権を獲得することになりまし
た。県ナンバー１を目指して頑張ってください。
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お知らせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ださい。
　登録完了後は、犬の鑑札を交
付します。犬の鑑札は登録番号
と市町村名が表示されていま
す。この鑑札を犬に着けている
と、例えば迷い犬になり保護さ
れた時に、犬の鑑札から所有者
等の照会が可能となります。
○犬の死亡及び登録事項の変
更手続きのお願い
　犬の死亡･登録事項の変更
がある場合も、各会場で申請
手続きができます。
　申請は、認印を準備してく
ださい。申請手数料は、不要
です。
○狂犬病予防注射前のお願い
　犬の具合が悪い、病気療養
中等、その他なにか気になる
点がある時には、獣医師に相
談してください。
○集合注射会場に犬を連れて
来られる時のお願い
　注射を恐れ興奮する犬を落
ち着かせて、注射を受けられ
る体勢を補助できる方が連れ
てきてください。
　会場では、飼い主から犬が
離れないようにしてください。
※５月 18 日（木）と５月 19
日（金）にも狂犬病予防集合
注射を実施する予定です。詳
細については、広報たかはる
５月号で掲載いたします。
●お問い合わせ先
　町民福祉課　環境保全係
　電話 42－１０６７

ふるさと納税ミニ情報

○「原田さんの完熟マンゴー」
　先行受付開始。
○田舎のパン屋
　「九州素材の天然酵母パン
　セット」　リピーター好調
○新商品「祓川湧水クレソ
　ンドレッシング」

ほほえみ館運動教室
受講料改定のお知らせ

手話講習会のご案内平成 29 年度狂犬病予防
集合注射を実施します

　ほほえみ館では年間を通し
て、町民の皆様の健康の維持・
増進を目的とした運動教室を
開催しています。
　この度、皆様方によりいっ
そう運動に親しんでいただき
ますよう、運動教室受講料を
改定することになりました。
お気軽にほほえみ館運動教室
をご利用ください。
【肩こり腰痛予防教室】
○対象者　30 歳以上の高原町民
○開催日　毎週水・金曜日
　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
○受講料　無料（Ｈ29年度）
　１回１５０円（Ｈ28 年度）
【トレーニングコース】
○対象者　18 歳以上の高原
町民および高原町内に勤務さ
れている方
○開放日　毎週火・木曜日
　午後５時 30 分～９時　
　毎週土曜日　午後１時～６時
※開放時間中ならお好きな時
　間帯にご利用できます。
○受講料
・高原町内の方
　１回１００円（Ｈ29年度）
　１回３００円（Ｈ28 年度）
・町外で高原町内勤務の方
　１回２００円（Ｈ29年度）
　１回４００円（Ｈ28 年度）
●お問い合わせ先　
ほほえみ館健康づくり推進係
電話 42－４８２０

　聴覚障がい者とのコミュニ
ケーションを図れるように、
一般の方々を対象とした手話
の講習会を開設します。
○講習期間
　平成 29 年 4月から
　平成 30 年 3月の 1年間
　（随時参加可能です。）
○講習日時
　毎週水曜日
　19：30 ～ 21：00　
※初回講習日は平成 29 年 4月
19 日となっています。
○講習会場
　ほほえみ館　会議室
○受講料
　無料
※教材をご希望の方には、別
　途販売します。
○主催
　高原手話サークルほほえみ
●お問い合わせ先
　町民福祉課　福祉係
　電話 42－１０６７

　平成 29 年度狂犬病予防集合
注射はつぎの表の通りです。
また、各会場で犬の登録、死
亡等の申請手続きができます。
○狂犬病予防注射のお願い
　「犬の所有者は、その犬に
ついて毎年１回、狂犬病予防
注射を受けさせなければなら
ない。」と狂犬病予防法にあ
りますので、狂犬病予防注射
の接種をお願いします。
　狂犬病予防注射接種後に、
狂犬病予防注射済票を交付し
ます。この票を犬に着けるこ
とで、その年度は注射済であ
ることが誰でも確認できます。
　注射手数料は、３，０００
円です。（１匹につき）
○犬の登録手続きのお願い
　「犬の所有者は、犬を取得
した日に犬の登録を申請しな
ければならない。」と狂犬病
予防法にありますので、犬の
登録が済まれていない方は、
登録の申請をお願いします。
登録申請書は、つぎの記入欄
があります。
　所有者の住所･氏名及び犬
の所在地･種類･生年月日･毛
色･性別･名前等
　登録手数料は、３，０００
円です。（１匹につき）
　登録は、生涯に一度です。
　登録は、認印を準備してく

平成 29 年度 高原町狂犬病予防集合注射日程

場

所

・

時

間 役場東側車庫 役場東側車庫 役場東側車庫

１５：１５～１６：００ １５：２０～１６：００ １５：１５～１６：００

１０：３０～１１：１５

常盤台活性化センター

９：４５～１０：１５

４月２５日（火）

西広原活性化センター

９：００～９：３０

上広原地区多目的活動施設

４月２６日（水）

祓川神楽殿

９：００～９：３０

南狭野活性化センター

下広原構造改善センター

１３：３０～１４：１５

湯之元集落センター

１４：３０～１５：００

１３：３０～１４：００

並木児童館

１４：１５～１５：００

北狭野神武ふるさと館

１０：３０～１１：００

４月２７日（木）

上後川内地区リサイクル集積所

９：００～９：４５

下後川内地区リサイクル集積所

１０：００～１０：４５

９：００～９：３０

越農業構造改善センター

川平多目的研修集会施設

期日

１３：３０～１５：３０

９：４５～１０：１５

４月２８日（金）

１４：３０～１５：００

役場東側車庫

鹿児山農業構造改善センター

１０：３０～１１：１５

蒲牟田活性化センター

１３：３０～１４：１５

花堂鳥丸宅車庫前

９：４５～１０：１５

出口農業構造改善センター
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お知らせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

・抽選日　平成 29 年４月 18
　日（火）午後３：00 から（時
　間厳守：５分前にはお集ま
　りください）
・なお、抽選時間に遅れた場
　合申込が無効となることも
　ありますので御注意くださ
　い。
●お問い合わせ先
　農村建設課管理係
　☎42‒４９５９

職業訓練の受講生を募集

高原町営住宅入居者募集

　就職活動に役に立つパソコ
ンの基礎技術やビジネスマ
ナーを勉強する職業訓練の受
講生を募集します。
○訓練科名　公共職業訓練校
　ＩＴキャリアアップ科
○訓練期間　平成 29 年６月
　14 日～平成 29 年９月 13 日
○訓練場所　
　小林高等職業訓練校
○定員　20 名
○費用等　
　受講料無料。
　ただしテキスト代は自己負担。
○募集期間　
　平成 29 年３月 28 日
　～５月 12 日
●お申し込み　
　ハローワーク小林
　☎23－２１７１

　ア活動です。
○対象
　講習終了後にボランティア
　活動が可能な人
　パソコンの操作ができる人
○講習期間　
　５月～平成 30 年３月まで
　第２・４土曜日
　午後１時 30 分～３時 30 分
○受講料　
　無料（テキスト代は実費負担）
○場所　
　小林市社会福祉センター　
　（小林市立図書館横）
○開講式　
　５月 13 日（土）午後１時
　30 分　
　小林市社会福祉センター
○申し込み締め切り
　５月２日
○申込み・問い合わせ
　氏名、住所、電話番号を小
　林市社会福祉センター
　☎23－３４６６

音訳ボランティア養成講座

○内容
　視覚障害者にパソコン録音
　で本、広報誌、議会便り等
　の情報提供するボランティ

事務所移転のお知らせ

　３月 10 日から、自衛隊宮崎
地方協力本部小林地域事務所
が移転しました。今後、自衛
隊への入隊等に関するお問い
合わせは、下記にお願いします。
●新所在地
〒８８６－０００４
小林市細野２６６－１
小林法務合同庁舎２階
電話　22－５２５４
ＦＡＸ　22－５２５７

☆下村移団地
　大字蒲牟田１６０９番地４
　簡易平屋（昭和 52 年棟）　
　３Ｋ　１戸
　家賃　１０，３００円～
　　　　　　１３，９００円
○入居開始予定日
　平成 29 年５月１日（月）
○ 申込用紙等の配布、申込受付
•配布、受付場所　農村建設課
•配布開始、受付日　
　平成 29 年４月３日（月）～
　平成 29 年４月 14 日（金）
○入居の条件
•現在住宅に困っていること。
※ 原則として、公営住宅居住
　の方、持ち家のある方は入
　居できません。
• 収入が公営住宅入居資格基
　準以下であること。
• 市区町村税、その他町の納付
　金等を滞納していないこと。
○抽選について
・入居希望者が多数の場合抽
　選となります。

115
22３

環霧島イベント情報！

24 種１００本を超す色鮮やかな藤をお楽しみく
ださい。
○期間　４月中旬～５月初旬
○時間　午前８時～午後７時（受付＝午後６時
　　　　30 分まで）
※雨天時を除き、金土日・祝日・祝前日は午後
　８時まで開園、ライトアップします。
○場所　和気公園（牧園町）
○入園料　３分咲きより中学生以上３００円、
　　　　　フリーパス券５００円。
●お問い合わせ　実行委員会
　　　　　　　　☎０９９５－54－６４１０

『第 14 回和気公園藤まつり』
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一
一
〇
番

　
だ
よ
り

一
一
九
番

　
だ
よ
り

寄
付

月 の 交 通 事 故 発 生 状 況

月 の 出 動 状 況

人身 年計

年計

年計

火災

救急

年計

物損

　

一
面
記
事
は
、
高
原
中
学
校
の
県
中
学
校
駅
伝
大
会
優

勝
の
記
事
で
す
。
昭
和
52
年
11
月
28
日
、
小
春
日
和
の
中
、

西
都
市
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
位
以
下
に
４
０
０

ｍ
の
大
差
を
付
け
、
４
人
が
区
間
賞
を
獲
得
し
、
群
を
抜

い
た
強
さ
で
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
手
達
の
表
情

も
に
こ
や
か
で
誇
ら
し
げ
に
見
え
ま
す
。

　

後
に
見
え
る
旧
高
原
中
学
校
校
舎
も
非
常
に
懐
か
し
い

一
コ
マ
で
す
。

人 口 の 動 き

総人口

現住人口調査３月１日現在

世帯数

対前

月比

〃

〃

〃

〃

〃

〃

☆転出

☆転入 ◎出生

●死亡

男

女

社
会
福
祉
協
議
会
へ

２
月
受
付
分
・
敬
称
略

□
香
典
返
し

□
善
意
寄
付
金

【
遺　

族
】　　
【
故　

人
】　　
　
　
【
地
区
名
】

ト
ッ
プ
記
事
「
県
中
学
校
駅
伝
大
会
初
優
勝
」

２

２

１

１

５

１４

１

３０ ８２

２７

４，３３１ 　３

－９

－２

１６ 　４

１２１４

－６ －１４１

　－３０

－６４

－７７４，７５１

３，８６８

９，０８２

有
水
雄
作
　
　
母
　
カ
キ
　
　
　
　
並
木
区

ひ
ま
わ
り
舞
踊
協
会
　
会
長
　
大
鼓
千
鶴
子

丸
山
修
平
　
　
母
　
タ
ツ
子
　
　
　
上
麓
区

大
村
裕
子
　
　
母
　
藤
井
フ
サ
子
　
湯
之
元
区

村
田
さ
と
み
　
義
母
　
ト
ミ
　
　
　
花
堂
区

振
り
込
め
詐
欺
連
続
発
生
中

●
警
察
官
を
名
乗
っ
て
お
金
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
！

県
内
で
は
、
今
年
に
入
り

「
警
察
の
○
○
で
す
。」

「
振
り
込
め
詐
欺
グ
ル
ー
プ
を
捕
ま
え
た
。」

「
グ
ル
ー
プ
が
持
っ
て
い
た
名
簿
に
あ
な
た
の
名
前
が
載
っ

て
い
た
。」

「
あ
な
た
の
口
座
は
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

と
い
う
手
口
の
振
り
込
め
詐
欺
が
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
官
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
連
日
か
つ
県
内

の
広
範
囲
に
わ
た
り
高
齢
者
等
に
事
前
電
話
が
あ
り
、
高

額
被
害
に
遭
う
の
が
特
徴
で
す
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
注
意
点

・
警
察
が
現
金
を
下
ろ
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

・
不
審
な
電
話
を
受
け
た
と
き
は
、ご
家
族
、警
察
署
、交
番
・

駐
在
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

振
り
込
め
詐
欺
相
談　

℡
０
９
８
５‐

29‐

２
５
２
５

小
林
警
察
署　
　
　
　

℡
０
９
８
４‐

23‐

０
１
１
０
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４月の行事予定表
日 曜 内　　容 場　所 時　間 担当課

８ 土 トレーニングコース
第40回高原町総合畜産共進会

ほほえみ館
高原町畜産振興センター

13:00～18:00
8:00～

ほほえみ館
農政畜産課

９ 日
リサイクル・有害ごみ・その他のごみの排出日
成牛セリ市(乳子牛･和牛ＥＴ)･豚セリ市
高千穂峰山開き登山

各地区リサイクル集積所
西諸畜連
皇子原公園

7:30～9:00

7:00～

町民福祉課
農政畜産課
まちづくり推進課

10 月 古紙リサイクルの収集日
もやせるごみ収集地区の各
ごみ集積所

8:30まで 町民福祉課

11 火

古紙リサイクルの収集日
母子健康手帳交付
乳児健診
町内各中学校　入学式

トレーニングコース

もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所
ほほえみ館
ほほえみ館
各中学校体育館

ほほえみ館

8:30まで
9:30～11:30
13:00～13:30受付
高原中：9:40～
後川内中：10:00～
17:30～21:00

町民福祉課
ほほえみ館
ほほえみ館
教育総務課

ほほえみ館

12 水

廃プラリサイクルの収集日
肩こり腰痛予防教室
町内各小学校　入学式

農業用廃プラ集積日

各ごみ集積所
ほほえみ館
各小学校体育館(高原
小は町民体育館分館)
ＪＡ出口集積所

8:30まで
9:30～11:30
10:00～

8:30～12:00

町民福祉課
ほほえみ館
教育総務課

農政畜産課

13 木 古紙リサイクルの収集日

トレーニングコース

もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所

ほほえみ館

8:30まで

17:30～21:00

町民福祉課

ほほえみ館

14 金
古紙リサイクルの収集日
肩こり腰痛予防教室
全共西諸代表決定検査(第二次)

もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所
ほほえみ館
西諸畜連

8:30まで
9:30～11:30

町民福祉課
ほほえみ館
農政畜産課

15 土 トレーニングコース
霞神社例大祭

ほほえみ館
霞神社

13:00～18:00 ほほえみ館
まちづくり推進課

16 日 たかはるよりどり
交流市

中央商店街 8:30～11:00 まちづくり推進課

17 月 子牛郡品評会 西諸畜連 農政畜産課

18 火
無料法律相談(要予約)
３歳６か月児健診
トレーニングコース
子牛耳標装着(2･3月生)

ほほえみ館
ほほえみ館
ほほえみ館
町内一円

13:30～16:30
13:00～13:30受付
17:30～21:00
午前中

社会福祉協議会
ほほえみ館
ほほえみ館
農政畜産課

19 水
町民生活相談
廃プラリサイクルの収集日
肩こり腰痛予防教室
成牛セリ市

ほほえみ館
各ごみ集積所
ほほえみ館
西諸畜連

9:00～12:00
8:30まで
9:30～11:30

社会福祉協議会
町民福祉課
ほほえみ館
農政畜産課

20 木
トレーニングコース
子牛セリ市
県内家畜防疫一斉消毒の日

ほほえみ館
西諸畜連
町内一円

17:30～21:00 ほほえみ館
農政畜産課
農政畜産課

21 金 肩こり腰痛予防教室
子牛セリ市

ほほえみ館
西諸畜連

9:30～11:30 ほほえみ館
農政畜産課

22 土 トレーニングコース
子牛セリ市

ほほえみ館
西諸畜連

13:00～18:00 ほほえみ館
農政畜産課

日 曜 内　　容 場　所 時　間 担当課

23 日

24 月

25 火
母子健康手帳交付
トレーニングコース
和牛登録検査

ほほえみ館
ほほえみ館
高原町畜産振興センター

9:30～11:30
17:30～21:00

ほほえみ館
ほほえみ館
農政畜産課

26 水

廃プラリサイクルの収集日
肩こり腰痛予防教室
牛異常産予防注射
農業用廃プラ集積日

各ごみ集積所
ほほえみ館
町内一円
ＪＡ出口集積所

8:30まで
9:30～11:30

8:30～12:00
13:00～16:00

町民福祉課
ほほえみ館
農政畜産課
農政畜産課

27 木 トレーニングコース
牛異常産予防注射

ほほえみ館
町内一円

17:30～21:00 ほほえみ館
農政畜産課

28 金 肩こり腰痛予防教室
牛異常産予防注射

ほほえみ館
町内一円

9:30～11:30 ほほえみ館
農政畜産課

29 土 成牛セリ市(妊娠牛) 西諸畜連 農政畜産課

30 日

５ 月

1 月

2 火 トレーニングコース
全共西諸代表決定検査

ほほえみ館
西諸畜連

17:30～21:00 ほほえみ館
農政畜産課

3 水

４ 木

5 金

6 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00～18:00 ほほえみ館

7 日

●● 昭和の日

●● 憲法記念日

●● みどりの日

●● こどもの日

　

３
月
18
日
、
宮
崎
市
清
武
文
化

会
館
で
宮
崎
県
消
防
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
原
町

消
防
団
第
１
部
班
長
の
前
原
正
さ

ん
（
並
木
区
）
が
消
防
庁
長
官
表

彰
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
消
防
歴
25
年
以
上
の
、

特
に
功
績
の
あ
る
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。
前
原
さ
ん
は
、
災
害

現
場
で
の
ご
活
躍
の
ほ
か
、
入
団

以
来
39
年
の
間
、
資
機
材
等
の
手

入
れ
を
か
か
さ
ず
、
特
に
消
防
ポ

ン
プ
車
は
、
い
つ
も
ピ
カ
ピ
カ
に

輝
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。
本
大
会

で
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

・
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章

　

前
原　

正
（
第
１
部
）

・
日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

功
労
章

　

横
山　

安
美
（
本
部
）

・
日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章

　

花
牟
禮　

健
一
（
第
５
部
）
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第２回

中平農免道路から高千穂峰の眺め
中平の田んぼから霧島連山の大パノラマが広がり
ます。四季折々の風景を楽しむことができます。

み ん な の ひ ろ ば

モーモースクール
みんなで牛乳を飲もう！

　２月28日、狭野保育所にて、
高原町酪農部会によるモー
モースクールが開催されまし
た。この活動は、乳幼児に酪
農への理解醸成と牛乳消費拡
大を促すものです。今回は、
町内酪農家によるお話しや常
盤台区酪農家の石山宗行さん
の自家生乳アイスの贈呈等が
行われました。今後もこのよ
うな活動等を通じて、牛乳消
費拡大に取り組んでいきます。

　３月４日、出口保育園の園児と保護者等
でお別れ遠足が行われました。
　コースは、越農業構造改善センターから
霞神社までの約７ｋｍを往復するコースで
した。最大の難所は、第一鳥居から霞神社
本殿までの約７００段の長い階段ですが、
子供達は元気よく駆け上がっていました。
　大変お疲れ様でした。

長い長い道のりを歩く
出口保育園お別れ遠足

モ
みん

広
報
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